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一
�「
生
徒
控
所
」
と
は

明
治
期
、
欧
米
か
ら
近
代
学
校
が
導
入
さ
れ
て
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
、
日
本
の
小
学
校
建
築
に
は
「
生
徒
控
所
」
と
呼
ば
れ
る

空
間
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
も
、
そ
う
し
た
部
屋
を
設
置
す
る
小
学
校
が
多
く
存
在
し
た
。
登
校
し

て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
部
屋
で
授
業
の
開
始
を
待
っ
た
ほ
か
、
休
憩
を
し
た
り
し
て
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
や
が
て
就
学

率
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
教
室
が
不
足
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
生
徒
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
教
室
の
供
給
が
優
先
さ
れ
、

「
生
徒
控
所
」
は
教
室
な
ど
に
転
用
さ
れ
、
授
業
以
外
の
時
間
も
教
室
で
過
ご
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
た
部

屋
は
姿
を
消
し
て
い
く
（
1
）。

近
代
学
校
制
度
が
発
足
し
、
欧
米
か
ら
学
び
な
が
ら
小
学
校
の
組
織
や
運
営
方
法
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
明
治
初
期
に
は
、
小

一



学
校
の
校
舎
も
ま
た
欧
米
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
手
探
り
の
な
か
で
建
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
「
生
徒
控
所
」

は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
日
本
の
小
学
校
建
築
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
多
く
の
校
舎
に
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
は
、
明
治
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
学
校
通
論
』
に
描
か
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
の
校
舎
と
、
明
治
八
年
に
建
築
さ
れ
た
信
州

の
中
込
学
校
の
校
舎
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
一
つ
の
知
見
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
�『
学
校
通
論
』

明
治
七
年
、
文
部
省
か
ら『
学
校
通
論（
2
）』と
い
う
翻
訳
書
が
印
行
さ
れ
る
。
そ
の
原
典
は
一
八
六
四
年
出
版
のSchoolEconom

y （3
）

で
あ
り
、
著
者
は
ウ
ィ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ム
（Jam
es
Pyle

W
ickersham

、
一
八
二
五
〜
一
八
九
三
年
）、
日
本
語
に
翻
訳
し
た
の
は

箕
作
麟
祥（
一
八
四
六
〜
一
八
九
七
年
）で
あ
る
。『
学
校
通
論
』は
、「
第
一
章

学
校
ノ
設
備
」「
第
二
章

学
校
ノ
編
制
」「
第

三
章

学
校
ノ
事
業
」「
第
四
章

学
校
ノ
政
務
」「
第
五
章

学
校
ノ
職
員
」
の
五
つ
の
章
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、「
第
一
章

学
校
ノ
設
備
」
の
「
第
五

学
校
ノ
家
屋
」
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
小
学
校
建
築
の
「
衣
服
室
」
が
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
り
、

そ
れ
が
「
生
徒
控
所
」
と
し
て
日
本
の
小
学
校
建
築
に
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

SchoolEconom
y

の
序
文
に
は
執
筆
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
著
作
は
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
ラ

ン
カ
ス
タ
ー
郡
ミ
ラ
ー
ズ
ビ
ル
に
お
い
て
約
一
五
〇
人
の
教
員
を
集
め
て
一
八
五
五
年
の
夏
に
開
催
さ
れ
た
教
員
の
た
め
の
講
習

会
の
テ
キ
ス
ト
が
も
と
に
な
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
ウ
ィ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ム
は
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
立
師
範
学
校

の
校
長
を
つ
と
め
た
人
物
で
、
こ
の
著
作
を
執
筆
し
た
時
点
で
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
教
育
長
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
は
本
書

出
版
の
翌
年
の
一
八
六
五
年
に
はM

ethods
ofInstruction （4

）
を
発
表
し
て
い
る
。SchoolEconom

y

が
、
学
校
を
準
備
し
、
組
織

し
、
効
率
的
に
運
営
す
る
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、M

ethods
ofInstruction

は
知
識
の
本
質
と
そ
れ
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を
伝
え
る
方
法
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
ウ
ィ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ム
は
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
教
育
の
歴
史
に
関
す

る
著
書
（
5
）も
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
大
学
教
育
は
受
け
ず
、
教
育
畑
を
一
筋
に
歩
い
て
師
範
学
校
の
教
師
あ
る
い
は
校
長
を

長
年
務
め
た
の
ち
、
州
の
教
育
長
の
地
位
に
つ
い
た
人
」
が
「
公
立
学
校
の
発
生
、
生
長
、
勝
利
の
足
ど
り
を
描
」
い
た
著
作
で

あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（
6
）。

SchoolEconom
y

の
翻
訳
者
で
あ
る
箕
作
麟
祥
は
、
幕
末
か
ら
明
治
前
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
幕
臣
・
官
僚
で
あ
り
、
洋
学

者
・
法
学
者
で
あ
る
。
江
戸
の
津
山
藩
邸
で
生
ま
れ
た
麟
祥
は
、
蘭
学
者
の
箕
作
阮
甫
を
祖
父
に
持
ち
、
漢
学
、
蘭
学
、
英
学
を

学
ん
だ
。
そ
し
て
、
若
く
し
て
蕃
書
調
所
の
英
学
教
授
手
伝
並
出
役
と
な
り
、
開
成
所
教
授
見
習
、
外
国
奉
行
支
配
翻
訳
御
用
頭

取
を
つ
と
め
て
英
文
外
交
文
書
の
翻
訳
に
従
事
し
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
将
軍
の
名
代
と
し
て
出
席
す
る
徳
川
昭
武
に
翻
訳
担
当

と
し
て
随
行
し
て
い
る
（
7
）。
帰
国
後
は
明
治
新
政
府
に
出
仕
し
、
開
成
学
校
御
用
掛
、
兵
庫
県
御
用
掛
な
ど
を
経
て
、
翻
訳
御
用
掛

と
な
り
、
江
藤
新
平
か
ら
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
翻
訳
を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
っ
て
法
典
の
翻
訳
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
（
8
）。

ま
た
、
民
法
編
纂
委
員
、
商
法
編
纂
委
員
を
つ
と
め
る
な
ど
、
諸
法
典
の
編
纂
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
司
法
次
官
、
貴
族

院
議
員
、
法
典
調
査
会
主
査
委
員
、
行
政
裁
判
所
長
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。
和
仏
法
律
学
校
（
現
在
の
法
政
大
学
）
の
初
代
校
長

に
就
任
す
る
と
、
死
去
す
る
ま
で
、
公
務
の
か
た
わ
ら
で
学
校
運
営
に
尽
力
し
て
い
る
。

教
育
行
政
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
箕
作
麟
祥
は
明
治
五
年
一
月
に
学
制
取
調
掛
と
な
り
、
同
年
九
月
頒
布
の

「
学
制
」
の
起
草
・
制
定
に
あ
た
っ
て
顕
著
な
貢
献
を
な
し
、「
学
制
」
の
「
起
草
委
員
長
と
も
い
う
べ
き
地
位
に
あ
っ
た（
9
）」と
さ

れ
、
日
本
の
「
学
制
」
が
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
関
係
の
法
制
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
、
麟
祥
の
働
き
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
彼
は
『
学
校
通
論
』
以
前
に
も
教
育
に
関
す
る
翻
訳
書
を
発
表
し
て
お
り
、
明
治
四
年
に
出
版
さ

れ
た
『
泰
西
勧
善
訓
蒙（
10
）』は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ボ
ン
ヌ
（Louis-Charles

Bonne
、
一
八
一
九
〜
一
八
八
一
年
）
の
著
作
を
翻
訳

し
た
も
の
で
、「
当
時
、
世
人
は
、
西
洋
に
は
、
学
術
技
芸
は
開
け
て
居
れ
ど
、
道
徳
修
身
の
事
は
、
さ
ま
で
行
は
れ
て
あ
ら
ざ
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る
か
の
如
く
思
い
居
り
し
に
、
此
書
、
世
に
出
て
よ
り
、
西
洋
の
道
徳
の
教
、
世
に
知
ら
れ
て
、
其
書
、
大
に
世
に
行
は
れ
た
り
」
（
11
）

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
六
年
刊
行
の
『
百
科
全
書

教
導
説
』
はC
ham
bers’s

Inform
ation

For
The

People

の

「Education

」
の
部
分
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
緒
言
」
に
は
「
人
ノ
父
母
タ
ル
者
ヲ
シ
テ
普
ク
教
育
ノ
要
ヲ
知
ラ

シ
ム
ル（
12
）」こ
と
を
目
的
に
翻
訳
を
お
こ
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
七
年
に
『
学
校
通
論
』
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ

は
師
範
学
校
の
教
科
書
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

SchoolEconom
y

が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
公
教
育
が
普
及
し
て
い
く
時
代
で
あ
り
、
各
地
に
小
学
校
が

建
設
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
そ
の
指
針
と
な
る
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
日
本
で
も
「
学
制
」
が
頒
布
さ
れ
て
小
学
校

の
普
及
が
め
ざ
さ
れ
る
な
か
で
、
具
体
的
な
小
学
校
の
姿
を
示
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、
そ
の
要
請
に
応
え
る
も
の
と
し

て
『
学
校
通
論
』
が
翻
訳
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
を
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
日
本
の
小
学
校
を
整
備
し

て
い
く
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
�『
学
校
通
論
』
に
記
さ
れ
た
「
衣
服
室
」

『
学
校
通
論
』
の
な
か
に
は
、「
教
師
一
人
ノ
ミ
ノ
等
級
ヲ
立
テ
サ
ル
学
校
家
屋
ノ
大
略
」
と
「
教
師
二
人
ヲ
要
ス
可
キ
員
数
ノ

生
徒
ヲ
容
ル
ヽ
ニ
相
適
ス
ル
同
種
学
校
」
の
二
種
類
の
小
学
校
校
舎
の
平
面
図
が
示
さ
れ
て
い
る
（
13
）。
ど
ち
ら
の
図
も
、School

Econom
y

に
あ
る
図
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
日
本
語
訳
を
つ
け
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
図
1
と
図
2
に
示
し
て
お
く
（
14
）。
こ
う

し
た
学
校
がSchoolEconom

y

に
登
場
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
カ
ン
ト
リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
、
一
部
屋
の

教
室
か
ら
な
る
地
方
の
小
学
校
を
建
築
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
図
1
と
図
2
に
共
通
し
て
見

ら
れ
る
特
徴
は
、
縦
長
の
平
面
を
と
っ
て
、
前
面
の
左
右
に
小
部
屋
を
置
き
、
そ
の
奥
に
ワ
ン
ル
ー
ム
の
教
室
を
設
け
る
と
い
う
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平
面
計
画
で
あ
る
。
玄
関
を
入
っ
て
左
右
に
設
け
ら
れ
て
い
る
小
部
屋
は
、「
生
徒
の
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
と
し
て
使
わ
れ
、
登
校
し

て
き
た
男
女
生
徒
は
、�
紳
士
淑
女
�
の
マ
ナ
ー
と
し
て
左
右
別
々
に
入
り
、
帽
子
と
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
、
そ
れ
か
ら
教
室
に
入
っ

た
」
の
で
あ
り
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
建
築
に
見
ら
れ
る
部
屋
で
あ
っ
た
（
15
）。

箕
作
麟
祥
は
、
図
中
の
イ
の
部
屋
に
つ
い
て
は
「
男
児
ノ
為
メ
ノ
衣
服
室
」（
原
文
で
はclothes-room

forboys

）、
ロ
に
つ
い

て
は
「
女
児
ノ
為
メ
ノ
衣
服
室
」（
原
文
で
はclothes-room

for
girls

）
と
翻
訳
し
、
広
さ
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
部
屋
も
「
幅

九
尺
」「
長
八
尺
」
と
し
て
い
る
（
16
）。
そ
し
て
こ
の
「
衣
服
室
」
の
設
置
理
由
に
つ
い
て
は
、「
凡
ソ
学
校
ノ
家
屋
ニ
ハ
帽
子
、
女
帽

子
、
女
ノ
肩
巾
、
外
套
、
傘
、
辨
當
籠
等
ヲ
置
ク
室
ヲ
設
ケ
」（A

ll
school-houses

should
possess

room
s
for
hats,

bonnets,

shaw
ls,
overcoats,

um
brellas,

dinner-baskets,
&
c.

）
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
17
）。
明
治
時
代
の
日
本
の
子

図1 『学校通論』掲載の平面図（第一略図）

図2 『学校通論』掲載の平面図（第二略図）
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ど
も
の
誰
も
が
帽
子
や
コ
ー
ト
な
ど
を
身
に
つ
け
て
登
校
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
箕
作
麟
祥
は
と
り
あ
え
ず
「clothes-

room

」
を
「
衣
服
室
」
と
訳
し
て
、
原
著
そ
の
ま
ま
の
図
を
『
学
校
通
論
』
に
掲
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
衣

服
室
」
に
は
、
た
ん
に
生
徒
が
授
業
開
始
前
に
立
ち
寄
る
場
所
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
授
業
開
始
ま
で
待
機
す
る
場
所
と
い

う
機
能
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
衣
服
室
」
が
そ
う
し
た
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
初
期
に
形
成
さ
れ
た
教
室
に
対
す
る
考
え
方
に
よ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
教
員
養
成
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
師
範
学
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
人
ス
コ
ッ
ト
（M

arion
M
cCarrell

Scott

、
一
八
四
三

〜
一
九
二
二
年
）
を
招
聘
す
る
が
、
彼
は
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
で
実
践
さ
れ
て
い
る
教
授
法
を
伝
授
し
、
そ
の
指
導
を
受
け
た
卒
業

生
た
ち
が
各
地
に
散
っ
て
そ
の
教
授
法
を
伝
え
、
近
代
的
な
授
業
の
方
法
が
伝
播
し
て
い
っ
た
。
明
治
六
年
の『
小
学
教
師
必
携
』

は
、
師
範
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
諸
葛
信
澄
が
そ
の
教
授
法
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
教
室
に
対
す
る
考

え
方
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（
18
）。

一

教
場
ニ
在
テ
ハ
、
生
徒
ノ
行
儀
ヲ
正
シ
、
顧
視
及
ヒ
雑
談
等
ヲ
制
シ
、
専
ラ
受
業
ニ
、
注
意
セ
シ
ム
ル
コ
ト
肝
要
ナ
リ

一

授
業
中
、
教
師
若
シ
教
場
ヲ
出
ル
ト
キ
ハ
、
第
一
席
ノ
生
徒
ヲ
シ
テ
、
教
師
ノ
席
ニ
就
カ
シ
メ
、
他
生
ノ
行
状
ヲ
、
監

守
セ
シ
ム
ベ
シ
、

一

放
課
ノ
時
限
ハ
、
生
徒
ノ
、
教
場
ニ
留
マ
ル
ヲ
禁
ジ
、
必
ス
遊
歩
セ
シ
ム
ベ
シ
、
尤
モ
教
師
モ
、
共
ニ
遊
場
ニ
出
デ
ヽ
、

危
害
ノ
遊
戯
ヲ
制
ス
ベ
シ
、

つ
ま
り
「
教
場
」
と
い
う
空
間
は
、
授
業
時
間
以
外
に
は
生
徒
が
使
用
す
る
べ
き
場
所
で
は
な
く
、
雑
談
な
ど
は
厳
し
く
禁
じ

ら
れ
、
行
儀
よ
く
授
業
に
集
中
す
る
べ
き
場
所
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
七
年
の
『
小
学
教
師
必
携
補
遺
』
は
、
諸
葛
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信
澄
の
『
小
学
教
師
必
携
』
で
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
実
際
の
教
室
で
の
教
師
と
生
徒
の
挙
動
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
、
具
体

的
な
教
室
で
の
指
導
方
法
が
図
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、『
小
学
教
師
必
携
』
と
あ
わ
せ
て
使
用
す
る
こ
と
で
実
際
の
指
導

方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。『
小
学
教
師
必
携
補
遺
』
は
、「
毎
日
就
業
時
限
十
分
前
教
師
生
徒
控
所
ニ
至
リ
」、
授
業
が
始
ま

る
と
教
師
は
号
令
を
か
け
な
が
ら
生
徒
を
先
導
し
、
生
徒
は
整
列
し
た
う
え
で
行
進
し
て
教
室
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
教
室

で
の
振
る
舞
い
も
厳
し
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
教
え
て
い
る
（
19
）。
日
本
の
小
学
校
に
お
い
て
欧
米
で
実
践
さ

れ
て
い
た
一
斉
授
業
が
導
入
さ
れ
る
な
か
、
生
徒
た
ち
が
集
団
行
動
に
慣
れ
て
い
く
た
め
に
は
、
教
師
の
号
令
に
よ
る
生
徒
の
統

率
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
て
集
団
行
動
を
細
か
く
指
示
さ
れ
る
教
室
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち

が
授
業
を
待
っ
て
過
ご
し
た
り
休
憩
し
た
り
す
る
た
め
の
「
生
徒
控
所
」
も
設
置
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
�
中
込
学
校
の
校
舎
と
市
川
代
治
郎

旧
中
込
学
校
校
舎
は
、
現
存
す
る
小
学
校
建
築
の
な
か
で
も
最
も
古
い
時
期
に
建
て
ら
れ
た
擬
洋
風
建
築
で
、
改
変
の
比
較
的

少
な
い
建
造
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
四
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
中
込
学
校
の
前
身
は
明
治
六
年
に

下
中
込
村
に
小
林
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
設
立
さ
れ
た
成
知
学
校
で
あ
り
、
校
名
を
中
込
学
校
と
改
称
し
た
の
は
明
治
九
年
の
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
明
治
九
年
以
前
の
時
期
で
あ
っ
て
も
中
込
学
校
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
中
込
学
校
校
舎
の
建
設

は
明
治
八
年
の
こ
と
で
あ
り
、
四
月
に
地
鎮
祭
、
七
月
に
上
棟
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
二
月
二
五
日
に
は
落
成
し
、
仮
校
舎
の
小

林
寺
か
ら
新
校
舎
に
移
転
し
て
い
る
。
完
成
し
た
校
舎
は
、
木
造
二
階
建
、
寄
棟
造
、
棧
瓦
葺
で
、
塔
屋
を
も
つ
擬
洋
風
建
築
で

あ
り
、
そ
の
大
き
さ
は
、
間
口
七
間（
一
二
・
八
メ
ー
ト
ル
）、
奥
行
一
一
間（
二
〇
・
〇
メ
ー
ト
ル
）、
高
さ
五
丈
八
尺（
一
七
・

六
メ
ー
ト
ル
）、
一
階
八
一
坪
（
二
六
七
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
二
階
七
七
坪
（
二
五
四
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
。
当
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時
の
下
中
込
村
の
村
民
の
負
担
と
寄
付
で
実
現
し
た
こ
の
小
学
校
の
建
設
に
要
し
た
費
用
は
、
総
額
六
、〇
九
八
円
五
一
銭
八
厘

で
あ
っ
た
。

中
込
学
校
の
校
舎
は
、
外
観
と
し
て
は
中
央
の
塔
が
目
を
ひ
く
が
、
塔
の
内
部
に
は
天
井
か
ら
太
鼓
が
吊
る
さ
れ
て
い
て
、
こ

の
太
鼓
の
音
で
村
民
に
時
刻
を
告
げ
た
。
太
鼓
の
音
と
塔
が
学
校
の
象
徴
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
校
舎
は
い
つ
し
か
「
太
鼓

楼
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
塔
に
は
白
、
青
、
赤
の
旗
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
天
気
予
報
の
役
割
も

果
た
し
た
。
太
鼓
楼
の
天
井
に
は
、
の
ち
に
方
位
図
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
信
州
の
地
名
だ
け
で
な
く
世
界
各
地
の
都
市
名

も
記
さ
れ
る
が
、そ
こ
に
は
子
ど
も
た
ち
に
世
界
に
目
を
向
け
る
人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
村
人
の
願
い
が
う
か
が
え
る
。

評
論
家
の
丸
岡
秀
子
は
こ
の
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
が
、「
天
井
に
書
か
れ
た
地
図
は
、
い
つ
も
わ
た
し
の
中
に
在
っ
て
」「
わ
た

し
の
困
っ
た
と
き
に
は
、
こ
の
地
図
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
た
も
の
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
（
20
）。
ま
た
、
長
野
県
出
身
で
児
童

文
学
者
の
椋
鳩
十
は
、
世
界
地
図
に
つ
い
て
、「
下
中
込
村
は
、
世
界
の
中
心
で
あ
る
ぞ
と
い
う
、
村
人
の
意
気
込
み
を
示
す
も

の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
（
21
）。
一
方
、
中
込
学
校
の
校
舎
の
内
部
に
入
っ
て
目
を
ひ
く
の
は
、
当
時
は
珍
し
か
っ
た
ガ
ラ
ス
窓
が

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。一
階
の
欄
間
と
二
階
の
丸
窓
に
は
当
時
で
は
珍
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
は
め
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
中
込
学
校
は
「
ギ
ヤ
マ
ン
学
校
」
と
も
呼
ば
れ
た
。「
太
鼓
楼
を
そ
な
え
た
ギ
ヤ
マ
ン
学
校
」
に
は
、
各
地
か
ら

見
学
に
訪
れ
る
人
た
ち
が
連
日
あ
と
を
絶
た
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
正
時
代
に
入
る
と
、
大
正
四
年
に
佐
久
鉄
道
が
開
業
し
、
大
正
八
年
に
は
中
込
村
か
ら
中
込
町
に
昇
格
す
る
な
ど
の
出
来
事

も
あ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
人
口
は
急
速
な
増
大
を
見
せ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
子
ど
も
も
増
え
、
校
舎
も
狭
く
な
り
、
大
正
八

年
に
は
新
校
舎
が
建
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
明
治
八
年
建
築
の
校
舎
は
小
学
校
と
し
て
の
役
目
を
終
え
、
中
込
町
役
場
に
転

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
中
込
町
公
民
館
、
中
込
支
館
、
佐
久
市
役
所
分
室
、
佐
久
市
開
発
公
社
な
ど
と
し
て
再
利
用

さ
れ
、
昭
和
四
一
年
に
長
野
県
宝
に
、
昭
和
四
四
年
に
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
同
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
と
、
保
存
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修
理
工
事
が
施
さ
れ
、
現
在
で
は
佐
久
市
の
誇
る
文
化
財
と
し

て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
外
観
は
図
3
の
写
真
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

中
込
学
校
の
校
舎
新
築
が
実
現
し
た
背
景
に
は
、
佐
久
地
方

の
歴
史
や
地
域
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
22
）。
こ
の
地
方
は
豊

か
な
米
作
地
帯
で
、
経
済
的
に
も
余
裕
が
あ
り
、
も
と
も
と
向

学
心
の
高
い
地
域
で
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
心
学
の
恭
安
社
は

各
村
に
多
数
の
社
友
を
か
か
え
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
佐
久

平
で
は
幕
末
か
ら
地
主
制
度
が
発
達
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
地

主
が
中
込
学
校
の
建
築
資
金
を
支
え
た
。
た
と
え
ば
寄
付
金
名

簿
の
筆
頭
に
名
を
記
し
た
植
松
吉
郎
な
ど
は
そ
の
よ
う
な
地
主

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
下
中
込
村
は
千
曲
川
を
挟
ん
で
天
領
の
跡

部
村
・
桜
井
村
と
の
村
境
争
い
を
長
年
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ

て
お
り
、
村
の
用
掛
と
い
う
役
職
に
あ
っ
た
小
林
豊
次
郎
は
父

と
と
も
に
こ
の
争
い
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
。
豊
次
郎
は
教

育
を
通
し
て
村
民
の
意
識
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
て
、

そ
の
豊
次
郎
に
対
す
る
村
民
の
信
望
も
厚
く
、
多
額
の
建
築
費

用
の
調
達
に
さ
し
た
る
反
対
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
下
中
込
を
通
る
街
道
は
、
内
山
峠
を
越
え
る
と
上
州
富
岡

図3 旧中込学校外観（筆者撮影）
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に
通
じ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
官
営
富
岡
製
糸
場
が
建
設
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
工
場
に
派
遣
さ
れ
た
工
女
に
は
佐
久
出
身
者
も
多
く
、

そ
の
体
験
談
が
村
民
に
も
た
ら
さ
れ
た
ほ
か
、
街
道
づ
た
い
に
文
明
開
化
の
ニ
ュ
ー
ス
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
的
・
地
理
的
背
景
に
加
え
て
、
新
築
校
舎
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
が
、
地
元
出
身
の
大
工
の
市
川
代
治

郎
（
一
八
二
六
〜
一
八
九
六
年
）
と
い
う
人
物
の
存
在
で
あ
っ
た
。
中
込
学
校
の
設
計
・
施
工
に
あ
た
っ
た
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
に
渡
っ
て
建
築
学
を
学
ん
だ
経
験
を
持
つ
と
さ
れ
る
。『
中
込
学
校
由
緒
』
に
付
さ
れ
た
「
市
川
代
治
郎
氏
小
伝
」
に
よ
れ

ば
、
代
治
郎
は
次
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
（
23
）。
下
中
込
村
石
神
で
名
主
で
あ
っ
た
市
川
八
郎
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
代

治
郎
は
、
宮
大
工
を
志
し
、
名
工
と
し
て
名
高
か
っ
た
隣
村
の
小
林
杢
之
助
に
弟
子
入
り
す
る
。
杢
之
助
が
築
地
の
西
本
願
寺
の

棟
梁
に
推
挙
さ
れ
た
と
き
に
は
、
代
治
郎
は
脇
棟
梁
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
杢
之
助
が
急
死
す
る
と
替
わ
っ
て
工
事
を
指
揮
し

完
成
さ
せ
る
が
、
こ
の
と
き
に
外
国
人
と
出
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
、
ケ
ル
モ
ル
ト
と
い
う
人
物
に
雇
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ア
メ

リ
カ
で
建
築
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い
た
代
治
郎
は
、
彼
に
雇
わ
れ
て
明
治
二
年
に
渡
米
、
そ
こ
で
建
築
技
術
を
学
び
、
明
治
六

年
に
帰
国
し
た
代
治
郎
は
、
山
梨
県
庁
の
土
木
課
長
と
な
る
。
そ
の
後
、
名
古
屋
で
石
鹼
工
場
を
始
め
た
り
、
和
歌
山
県
で
ミ
カ

ン
酒
の
醸
造
や
花
崗
岩
の
採
掘
に
従
事
す
る
な
ど
、
多
彩
な
人
生
を
歩
ん
だ
。

代
治
郎
の
こ
う
し
た
経
歴
の
な
か
に
は
確
認
不
可
能
な
も
の
も
多
く
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
と
い
う
経
歴
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
が
、
史
料
と
し
て
は
彼
自
身
が
渡
米
経
験
に
つ
い
て
記
し
た
書
類
が
残
っ
て
い
る
。
中
山
道
戸
田
橋
架
橋
計
画
に
つ
い
て
東

京
府
知
事
に
提
出
し
た
上
申
書
が
そ
れ
で
、
こ
の
史
料
の
な
か
で
代
治
郎
は
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
「
私
儀
元
木
匠
職
ニ
テ
、
去

巳
年
三
月
中
外
国
人
ニ
被
雇
ア
メ
リ
カ
国
ニ
渡
リ
、
五
ケ
年
目
当
六
月
中
帰
国
仕（
24
）」と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
の
上
申
書
の

な
か
で
は
、
自
分
の
案
が
採
用
さ
れ
た
な
ら
ば
再
度
渡
米
し
て
「
サ
ッ
コ
ラ
メ
ン
ト
」
と
い
う
都
市
の
「
分
廻
橋
」
の
図
面
を
模

写
し
て
く
る
と
も
書
い
て
い
る
（
25
）。

そ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
の
多
い
市
川
代
治
郎
で
あ
る
が
、
中
込
学
校
の
設
計
を
請
け
負
っ
て
そ
の
校
舎
を
完
成
さ
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せ
た
こ
と
は
、
確
認
で
き
る
唯
一
の
彼
の
建
築
家
と
し
て
の
業
績
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
戻
っ

て
き
て
故
郷
に
錦
を
飾
る
大
仕
事
で
あ
り
、
こ
の
建
築
物
か
ら
彼
が
ア
メ
リ
カ
で
実
地
に
建
築
を
学
ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
と
考
え

る
建
築
史
家
も
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
渡
米
経
験
が
事
実
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

五
�
中
込
学
校
の
「
生
徒
控
室
」

市
川
代
治
郎
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
中
込
学
校
が
、
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
建
築
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
つ
い

て
、
藤
森
照
信
は
い
く
つ
か
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
塔
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
擬
洋
風
建
築
の
塔
の
多
く
が
「
日
本

の
伝
統
的
望
楼
風
に
勾
欄
を
巡
ら
し
、
釣
り
灯
籠
に
近
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
」
の
に
対
し
て
、
中
込
学
校
の
塔
は
「
例
外

的
に
す
っ
き
り
し
、
細
長
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
」
を
と
っ
て
い
て
、「
擬
洋
風
の
中
で
は
全
く
異
色
で
あ
る
」
（
26
）。
中
込
学
校
の
塔
は

「
欧
米
の
塔
と
し
て
は
英
米
系
の
も
の
に
近
い
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
も
の
を
参
考
に
し
た
」
と
推
測
さ
れ
、

設
計
者
で
あ
る
市
川
代
治
郎
の
「
ア
メ
リ
カ
体
験
が
に
じ
ん
で
い
る
」
と
考
え
ら
れ
る
（
27
）。

ま
た
、
中
込
学
校
の
平
面
計
画
を
見
て
み
る
と
、「
ア
メ
リ
カ
式
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
」
だ
と
藤
森

は
い
う
（
28
）。「
ア
メ
リ
カ
の
開
拓
者
た
ち
が
自
分
た
ち
の
村
や
町
の
広
場
に
面
し
て
ま
ず
作
っ
た
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
施
設
は
教
会
」で

あ
り
、
教
会
は
初
期
に
は
教
育
に
も
使
わ
れ
て
い
て
、
教
会
建
築
の
平
面
計
画
の
特
徴
の
一
つ
は
縦
長
と
い
う
点
に
あ
っ
た
（
29
）。
こ

の
時
期
の
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
校
舎
の
平
面
が
縦
長
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
小
学
校
建
築
が
作
ら
れ
た
際
に
教
会
の
特
徴
が
引
き

継
が
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
擬
洋
風
建
築
は
、
フ
ァ
サ
ー
ド
に
威
厳
を
も
た
せ
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
横
長
の
平

面
を
も
つ
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
込
学
校
が
例
外
的
に
縦
長
の
平
面
計
画
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
建
築
の
影
響
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
に
中
込
学
校
が
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
校
舎
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
、
市
川
代
治
郎
が
ア
メ
リ
カ
で
直
接
目
に
し

た
小
学
校
建
築
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
校
舎
を
故
郷
に
も
建
築
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
結
果
的
に
中
込
学
校
は
、『
学

校
通
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
校
舎
に
酷
似
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
込
学
校
の
外
観
は
、
そ
れ
が
二
階
建
で
あ
る
と
い
う
点
を
除
け

ば
、『
学
校
通
論
』
に
描
か
れ
て
い
る
校
舎
と
よ
く
似
て
い
る
。
中
込
学
校
の
一
階
の
平
面
も
、『
学
校
通
論
』
に
示
さ
れ
て
い
る

平
面
図
を
あ
た
か
も
そ
の
ま
ま
写
し
た
か
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
市
川
代
治
郎
が
『
学
校
通
論
』
を
手
に
し
た
可
能
性
が
ま
っ

た
く
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
は
渡
米
中
に
学
ん
だ
知
識
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
風
の

小
学
校
建
築
を
日
本
で
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
結
果
と
し
て
、『
学
校
通
論
』
の
平
面
図
に
示
さ
れ
た
二
つ

の「
衣
服
室
」と
同
じ
よ
う
な
位
置
に
、
同
じ
く
ら
い
の
広
さ
で
、
中
込
学
校
に
も
二
つ
の
部
屋
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
「
衣
服
室
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
の
空
間
は
、
中
込
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

復
元
さ
れ
た
中
込
学
校
は
、
建
築
当
初
の
校
舎
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
図
4
と
図
5
に
示
す
そ
の
平
面
図
を

見
る
と
、
正
面
玄
関
を
入
っ
て
左
側
の
部
屋
が
「
小
使
室
」、
右
側
が
「
控
所
」
と
な
っ
て
い
て
、「
南
側
前
面
中
央
に
間
口
二
間
、

奥
行
二
間
の
土
間
玄
関
と
東
西
に
間
口
二
間
半
、
奥
行
二
間
の
控
所
及
び
小
使
室
を
復
す
る
」と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
30
）。
ま
た
、「
明

治
一
〇
年
古
図
」
を
見
る
と
、
土
間
玄
関
の
左
側
に
は
「
小
使
室
」、
右
側
に
は
「
女
生
控
所
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
男
生
控
所

兼
体
操
場
」
は
本
館
と
は
別
の
棟
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
31
）。
さ
ら
に
、
小
泉
正
太
郎
が
古
い
写
真
や
絵
図
を
も
と
に

「
創
建
間
も
な
く
生
徒
で
あ
っ
た
方
々
の
記
憶
を
参
照
し
て
」
作
成
し
た
平
面
図
に
は
、
土
間
玄
関
の
左
側
に
は
「
小
使
室
」、
右

側
に
は
「
教
員
室
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
32
）。
以
上
の
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
土
間
玄
関
左
側
の
部
屋
に
つ
い
て
は
、「
生
徒
控
室
」

と
し
て
使
わ
れ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、
早
い
段
階
で
「
小
使
室
」
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
右
側
の
部
屋

は
「
控
所
」
な
い
し
は
「
女
生
控
所
」
と
し
て
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
短
い
期
間
で
「
教
員
室
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
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え
ら
れ
る
。

市
川
代
治
郎
は
渡
米
中
に
小
学
校
建
築
を

見
て
き
た
経
験
か
ら
、
中
込
学
校
の
玄
関
を

入
っ
て
左
右
の
位
置
に
二
つ
の
部
屋
を
設
け

た
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
は
「
衣
服
室
」
と
し

て
利
用
さ
れ
た
部
屋
で
あ
っ
た
が
、
中
込
学
校

で
は
「
控
所
」
と
呼
ば
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
授

業
開
始
前
に
過
ご
す
た
め
の
空
間
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
生
徒
控
所
」
は
生
徒
を
収
容

す
る
た
め
に
は
あ
ま
り
に
も
狭
く
、
生
徒
数
が

増
加
し
て
ほ
か
の
部
屋
が
教
室
に
転
用
さ
れ
て

い
く
な
か
で
、「
小
使
室
」
や
「
教
員
室
」
に

転
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
中
込
学
校
の
等
級
別
生
徒
数
は
、
明

治
九
年
に
は
下
等
小
学
八
級
八
四
人
、
同
七
級

三
七
人
、
同
六
級
二
〇
人
、
同
五
級
一
八
人
、

同
四
級
一
二
人
、
同
二
級
三
人
、
上
等
小
学
八

級
三
人
、
全
校
生
徒
数
一
七
七
人
と
な
っ
て
お

り
、
教
員
は
九
人
と
な
っ
て
い
る
（
33
）。
翌
年
の
明

図4 旧中込学校（復元）1階平面図図5 旧中込学校（復元）2階平面図
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治
十
年
に
は
下
等
小
学
八
級
七
一
人
、
同
七
級
五
七
人
、
同
六
級
二
一
人
、
同
五
級
二
五
人
、
同
三
級
七
人
、
同
二
級
八
人
、
同

一
級
三
人
、
上
等
小
学
八
級
七
人
、
同
六
級
二
人
、
同
五
級
三
人
、
全
校
生
徒
数
二
〇
四
人
と
全
体
と
し
て
増
え
て
お
り
、
教
場

は
九
室
、
教
員
は
一
〇
人
と
な
っ
て
い
る
（
34
）。
最
初
に
建
築
さ
れ
た
校
舎
を
本
館
と
す
る
と
、
二
階
建
と
は
い
え
本
館
に
は
も
は
や

「
生
徒
控
所
」
に
あ
て
る
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
は
な
く
、
明
治
十
年
に
は
「
聚
待
所
」
の
新
築
が
め
ざ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。「
聚
」
は
「
生
徒
が
集
ま
る
」、「
待
」
は
「
授
業
の
開
始
を
待
つ
」
を
意
味
し
、「
聚
待
所
」
は
「
生
徒
た
ち
が
集
ま
っ
て
始

業
を
待
つ
場
所
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
聚
待
所
」
建
設
を
求
め
て
長
野
県
権
令
に
あ
て
ら
れ
た
「
議
定
書
」
に
は
、
そ
れ
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
と
し
て
「
明
治
九

年
八
月
ヨ
リ
三
等
訓
導
樅
山
良
教
師
在
勤
之
命
ヲ
受
此
土
ニ
来
ル
爾
后
日
ニ
生
徒
盛
ニ
相
成
教
場
清
粛
且
ツ
充
満
当
今
ニ
至
テ
ハ

扣
所
迄
仮
ニ
教
場
ニ
交
換
ス
此
上
雨
雪
暑
寒
其
他
時
間
休
之
節

待
所
無
之
テ
ハ
生
徒
難
渋
不
尠
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
35
）。
こ
こ

に
登
場
す
る
「
樅
山
」
は
、
新
し
く
赴
任
し
た
校
長
の
樅
山
広
五
郎
で
あ
り
、
中
込
学
校
の
教
員
の
構
成
は
樅
山
訓
導
と
八
人
か

ら
九
人
程
度
の
助
教
や
授
業
生
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
樅
山
訓
導
は
自
身
が
東
京
師
範
学
校
で
学
ん
だ
授
業
方
法
を
採
用

し
（
36
）、
助
教
や
授
業
生
を
用
い
て
授
業
を
進
め
た
よ
う
で
あ
る
が
、
学
習
到
達
度
に
よ
っ
て
生
徒
を
級
に
分
け
て
助
教
や
授
業
生
に

指
導
を
任
せ
れ
ば
、
一
度
に
多
く
の
級
で
授
業
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
多
く
の
教
室
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

て
教
室
の
不
足
が
生
じ
、「
生
徒
控
所
」
を
ほ
か
の
部
屋
に
あ
て
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
暑
い
日
や
寒
い
日
、
雨
の
日
な
ど
に
は

生
徒
た
ち
は
居
場
所
が
な
く
て
困
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
た
の
が
「
聚
待
所
」
を
新
築
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
明
治
一
一
年
の
「
学
校
新
築
諸
入
費
調
帳（
37
）」に
は
「
聚
待
所
増
築
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
に
は

す
で
に
「
聚
待
所
」
は
建
て
ら
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
し
く
建
て
ら
れ
た
「
聚
待
所
」
は
、
本
館
北
側
か
ら
出
て
右
手
の
、
簀
子
敷
を
渡
っ
た
位
置
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
泉
正
太

郎
の
作
成
し
た
「
明
治
三
二
〜
大
正
四
年
」
の
図
を
見
る
と
、
そ
の
「
聚
待
所
」
は
「
男
子
聚
待
所
」
と
な
っ
て
い
て
、
本
館
西
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に
あ
る
「
助
教
扣
所
」
だ
っ
た
建
物
が
「
女
子
聚
待
所
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
（
38
）。
つ
ま
り
本
館
と
は
別
に
「
聚
待
所
」

と
し
て
新
築
さ
れ
た
建
物
は
「
男
子
聚
待
所
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
館
玄
関
を
入
っ
て
右
側
の
小
部
屋
に
少
し

の
あ
い
だ
残
っ
て
い
た
「
女
生
控
所
」
も
本
館
と
は
別
棟
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

六
�「
生
徒
控
所
」
の
普
及

中
込
学
校
で
「
聚
待
所
」
建
築
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
た
明
治
九
年
、
全
国
的
に
も
学
校
建
築
に
「
控
所
」
を
設
け
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
議
論
が
始
ま
っ
て
い
た
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
明
治
九
年
一
月
一
〇
日
か
ら
二
月
三
日
に
か
け
て
、
第
一
大
学

区
内
の
九
府
県
（
東
京
府
、
栃
木
県
、
茨
城
県
、
熊
谷
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、
足
柄
県
、
山
梨
県
）
か
ら
学
務
専

任
・
学
区
取
締
・
師
範
学
校
教
員
な
ど
を
集
め
て
開
か
れ
た
第
一
大
学
区
教
育
会
議
の
第
一
回
会
議
で
あ
る
。
こ
の
会
議
で
「
成

議
案
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
は
、
学
校
建
築
の
標
準
化
・
規
格
化
の
最
も
早
い
例
で
あ
る
と
さ
れ
（
39
）、
千

葉
県
が
こ
の
会
議
の
た
め
に
準
備
し
た
原
案
に
い
く
ら
か
の
修
正
が
施
さ
れ
て
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
40
）。「
学
校
建
築
法

ノ
議
」
で
は
「
附
属
ノ
建
物
ハ
教
員
扣
所
生
徒
扣
所
応
接
所
小
使
部
屋
便
所
水
使
ヒ
場
ア
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
小
学

校
建
築
に
は
「
教
員
控
所
」
や
「
応
接
所
」
な
ど
と
と
も
に
「
生
徒
控
所
」
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
は
第
一
大
学
区
の
内
外
に
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
各
府
県
の
小
学
校
建
築
の
基
準
に
一
定
の
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
茨
城
県
で
は
、
第
一
大
学
区
教
育
会
議
を
受
け
て
、
明
治
九
年
三
月
一
一
日
、
学

区
取
締
・
訓
導
・
学
務
吏
員
が
集
め
ら
れ
、
第
一
回
教
育
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
議
を
経
て
、
茨
城
県
で
は
同
年
五

月
に
「
小
学
通
則
」
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
項
目
の
一
つ
に
「
学
校
建
築
法
」
が
あ
り
、
全
体
で
一
七
条
か
ら
な
る
そ
の
「
学

校
建
築
法
」
の
内
容
は
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
第
一
四
条
に
は
「
教
場
ニ
附
属
ス
ル
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ニ
教
員
控
席
生
徒
控
席
応
接
所
小
使
部
屋
水
使
ヒ
場
ヲ
設
ク
ヘ
シ（
41
）」と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
山
梨
県
で
は
明
治
一
〇
年
五
月
二
日
、
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
の
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
多

く
の
修
正
を
施
し
た
形
で
、「
学
校
建
築
法
ノ
概
略（
42
）」を
通
達
し
て
い
る
。
全
体
で
二
五
条
か
ら
な
る
こ
の
通
達
の
第
二
二
条
は

「
教
場
ノ
外
校
中
ニ
設
置
ス
ヘ
キ
室
」
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
生
徒
扣
所
」
が
あ
げ
ら
れ
、「
生
徒
就
業
前
扣

ヘ
居
ル
席
ト
ス

但

該
所
ヲ
以
テ
生
徒
ノ
食
堂
ヲ
兼
ヌ
且
此
扣
所
ニ
ハ
帽
子
外
套
等
ヲ
掛
ク
ル
様
ニ
ス
ヘ
シ
」
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
「
生
徒
扣
所
」
は
、
授
業
開
始
前
に
「
扣
ヘ
居
ル
」
待
機
場
所
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
と
同
時
に
、「
食
堂
」
や
、

「
衣
服
室
」
と
い
っ
た
機
能
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
山
梨
県
の
「
学
校
建
築
法
ノ
概
略
」
の
な
か
に
は
黒
板
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、「
製
法
学
校
通
論
ニ
見
ヘ
タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
ウ
ィ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ム
の
『
学
校
通

論
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、『
学
校
通
論
』
に
記
さ
れ
た
「
衣
服
室
」
に
対
し
て
、
そ
の
主
た
る
役

割
と
し
て
子
ど
も
た
ち
が
「
就
業
前
扣
ヘ
居
ル
席
」
と
い
う
意
味
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
府
県
で
「
生
徒
控
所
」
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
、
小
学
校
を
建
て
る
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て

の
学
校
建
築
法
の
な
か
に
「
生
徒
控
所
」
の
設
置
を
求
め
る
条
項
が
盛
り
込
ま
れ
て
、
そ
れ
に
従
う
形
で
実
際
の
小
学
校
建
築
の

な
か
に
そ
う
し
た
部
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
そ
う
し
た
学
校
建
築
法
が
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
時
期
に
建

て
ら
れ
た
中
込
学
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
建
築
が
モ
デ
ル
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
学
校
に
当
然
あ
る
べ
き
も
の
と
し
て

の
「
衣
服
室
」
が
と
り
あ
え
ず
設
け
ら
れ
、「
生
徒
控
所
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
部
屋
は
、
面
積

の
狭
さ
と
生
徒
数
の
増
加
の
た
め
に
、
す
ぐ
に
「
小
使
室
」
や
「
教
員
室
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
授
業
を
待
ち

な
が
ら
過
ご
す
た
め
の
「
聚
待
所
」
は
本
館
と
は
別
棟
に
設
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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七
�「
生
徒
控
所
」
の
受
容

「
生
徒
控
所
」
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
か
。
そ
れ
に
対
す
る
一
つ
の
答
え
は
、
箕
作
麟
祥
が
翻
訳
し
た
ア
メ
リ
カ
の
文
献

で
あ
る
『
学
校
通
論
』
を
介
し
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
生
徒
控
所
」
は
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
帰
り

の
市
川
代
治
郎
が
設
計
し
た
中
込
学
校
の
校
舎
の
な
か
の
二
つ
の
部
屋
と
し
て
実
現
し
て
い
た
。
中
込
学
校
の
校
舎
を
見
学
し
た

人
々
に
よ
っ
て
「
生
徒
控
所
」
が
広
ま
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
学
校
通
論
』
は
日
本
の
小
学
校
建
築
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
が
府
県
の
学
校
建
築
法
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
生
徒
控
所
」
も
普
及
し
て
い
っ
た
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
中
込
学
校
に
お
い
て
も
、
日
本
の
現
実
の
な
か
で
も
、
こ
の
空
間
は
『
学
校
通
論
』
の
い
う
「
衣
服
室
」
と
い
う
よ
り

は
、
生
徒
が
授
業
開
始
を
待
つ
た
め
の
空
間
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
教
室
を
神
聖

な
場
所
と
し
て
と
ら
え
、
教
室
空
間
と
待
機
空
間
と
を
峻
別
し
、
教
室
に
対
置
す
る
空
間
と
し
て
の
「
生
徒
控
所
」
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
学
校
建
築
観
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
中
込
学
校
の
当
初
の
「
控
所
」
の
面
積
は
あ
ま
り
に
狭
く
、
増
え
続

け
る
生
徒
の
た
め
に
教
室
を
確
保
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
て
、
新
た
に
別
棟
と
し
て
「
聚
待
所
」
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
で
「
衣
服
室
」
と
し
て
生
ま
れ
た
空
間
は
、
日
本
で
は
生
徒
が
始
業
を
待
つ
あ
い
だ
待
機
す
る
空
間
と
し

て
受
容
さ
れ
、
多
く
の
小
学
校
に
「
生
徒
控
所
」
が
設
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
生
徒
の
挙
動
を
厳
格
に
管
理
し
、
授
業
に

集
中
さ
せ
る
た
め
の
神
聖
な
空
間
と
し
て
の
教
室
が
設
け
ら
れ
て
い
く
と
同
時
に
、
校
舎
内
に
は
生
徒
が
緊
張
せ
ず
に
過
ご
せ
る

「
生
徒
控
所
」
と
い
う
空
間
も
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
そ
れ
が
生
徒
が
教
室
に
向
か
う
直
前
に
待
機
す
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る
「
生
徒
控
所
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
教
室
の
面
積
に
匹
敵
す
る
広
さ
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
中
込
学
校
で
は
、
狭

か
っ
た
「
控
所
」
は
早
々
に
別
の
部
屋
に
転
用
さ
れ
、
広
い
「
聚
待
所
」
が
建
築
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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準
の
形
成
―
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
『
学
校
建
築
法
ノ
議
』
の
成
立
に
つ
い
て
」『
研
究
談
叢

比
較
教
育
風
俗
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年
、
一
九
〜
三
九
頁
。

（
41
）
茨
城
県
教
育
会
『
茨
城
県
教
育
史

上
巻
』
茨
城
県
教
育
会
、
一
九
五
八
年
、
二
六
四
〜
二
六
五
頁
。

（
42
）
乙
第
七
十
六
号
。「
山
梨
県
年
報
」『
文
部
省
第
五
年
報
』（
明
治
一
〇
年
第
一
冊
）
一
三
五
〜
一
三
七
頁
。
山
梨
県
立
図
書
館
編
『
山
梨
県
史
』

第
六
巻
、
山
梨
県
立
図
書
館
、
一
九
六
三
年
、
二
三
〇
〜
二
三
三
頁
。

松
山
大
学
論
集

第
三
十
三
巻

第
六
号

二
〇
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